
 

いように周りに柵をしておいてくださいとか、そ

ういうことができるということなのですけれども、

そういう工夫をすることができるということが、

法律上制度として位置付けられております。

一応、以上がこの法律の主だった特例になって

おります。非常にばらばらとした形で、たくさん

のアメとかツールが並んでいる法律ですので、全

体像をご理解いただいた上でというのがなかなか、

資料を見ていただくだけでは難しい部分があるか

なというふうには思いますし、あと、実際用意さ

れているメニューも、想定されているケースみた

いなものがそれぞれ違ったりしますので、なかな

かご理解をいただくのが難しいかもしれませんけ

れども、少しでも御理解に資する部分があれば嬉

しいなというふうに思います。

やはり、最初に申し上げましたとおり、スポン

ジ化の問題というのは非常に小さい単位でばらば

らと発生をしていく現象だということもあって、

なかなか現象としても捉えにくいというところが

ありますけれども、その対策を放置してしまうと、

まち全体の魅力が低下してしまうし、何となくみ

んなの元気が出ないという状況につながってしま

うので、利用価値がある低未利用地については、

こういった権利を交換する制度ですとか、あるい

は、地域の人たちの力を生かして、みんなの力で

必要な公益施設を整備していくような制度を使っ

て、うまく活用していくことが非常に大事になっ

てくると思いますし、それに当たっては、都市再

生推進法人ですとか、都市計画協力団体といった

民間の方々の力をお借りするような形で、協力し

合いながらやっていくということが大事なのだろ

うと思います。

そうはいってもなかなか、どうしても生じてし

まうような低未利用地については、きちんと管理

をする、この指針に基づいて適正に管理をしてい

くと。なかなかうまくいってないところについて

は、ちゃんとやってくださいということを行政が

言っていくというような、そういったことを、い

ろんな合わせ技で対策をやっていくということが、

これからは求められていくのかなというふうに思

います。

今日いらっしゃっていただいている皆さまは、

研究所の方ですとか、民間の の方ですとか、

結構自治体の方というよりは民間のセクションに

いらっしゃる方が多いというふうに伺っておりま

すけれども、やはりまちづくりを進めていく上で

は、私は法律職として役所に入って、ずっと中央

省庁で働いているのですけれども、そういう人間

にはなかなか、現場のニーズみたいなのはリアル

にはつかみにくいところが実はありまして、やは

り皆さまのような民間でご活躍されてらっしゃる

方ですとか、地域で活躍されてらっしゃる方のご

意見とかお力が非常に大事だなというのを身に染

みて日頃感じておりますので、ぜひ、なかなか複

雑な制度ですけれども、ご理解をいただいて、ご

活用いただける部分はぜひ活用していただけると

嬉しいなというふうに思います。

拙い説明で恐縮でございましたけれども、ご清

聴ありがとうございました。
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